















　設立年に対する回答で最も多いのは、1997 年と 2014 年でそれぞれ全体の約 10.0％を占め、次に多い
のは、1996 年、1999 年と 2006 年で、それぞれ全体の約 6.7％を占めている。
表 2　設立年
設立年 1990 年 1992 年 1995 年 1996 年 1997 年 1998 年 1999 年
回答数 1 1 1 2 3 1 2
比率（%） 3.3% 3.3% 3.3% 6.7% 10.0% 3.3% 6.7%
設立年 2000 年 2001 年 2003 年 2006 年 2007 年 2008 年 2011 年
回答数 1 1 1 2 1 1 1
比率（%） 3.3% 3.3% 3.3% 6.7% 3.3% 3.3% 3.3%
設立年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 無回答 計
回答数 1 1 3 1 5 30












～ 500,000 ＄未満で全体の約 20.0％を占めている。
　④正社員数
　正社員数に対する回答で最も多いのは、1 人～ 50 人で













100,000 ＄未満 5 16.7%
100,000 ～ 300,000 ＄未満 3 10.0%
300,000 ～ 500,000 ＄未満 6 20.0%
500,000 ～ 1,000,000 ＄未満 1 3.3%





1 人～ 50 人 8 26.7%
51 人～ 200 人 5 16.7%














































































































































の 2 つで全体の約 63.4％を占めている。
　④ 人材の確保・育成
　ミャンマーでの経営課題のうち、人材の確保・育成で
最も多い回答は、「重要ではない」で全体の約 60.0 % を
占めている。次に多いのは「あまり重要ではない」で全
体の約 26.7% を占め、これら２つで全体の約 86.7% を占
めている。

































































































































体の約 26.7% これら２つで全体の約 66.7% を占めている。



























































































































および「人材の確保・育成」で、それぞれ全体の約 10.0% を占めている。2 位で最も多い回答は、「原
材料などの調達先の確保」で全体の約 13.3% を占め、次に多いのは「展開に向けての資金調達」「人材
の確保・育成」および「ミャンマーの規制や制度への対応」で、それぞれ全体の約 10.0% を占めている。
3 位で最も多い回答は、「外資企業に対するミャンマー政府の方針」で全体の約 13.3% を占め、次に多
いのは「展開に向けての資金調達」「人材の確保・育成」「インフラの整備状況」と「ミャンマーの国
内輸送体制」で、それぞれ全体の約 10.0% を占めている。
表 31　設問 6 の回答結果（上位 3 項目を回答）
選択肢
リスク影響度第１位 リスク影響度第２位 リスク影響度第３位
回答数 比率（%） 回答数 比率（%） 回答数 比率（%）
①展開目的を明確にすること 3 10.0% 0 0.0% 1 3.3%
②展開に向けての資金調達 3 10.0% 3 10.0% 3 10.0%
③良きパートナーや人脈を得ること 2 6.7% 1 3.3% 0 0.0%
④人材の確保・育成 3 10.0% 3 10.0% 3 10.0%
⑤日本の本社と現地製造拠点とのコミュニケー ション 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
⑥賃金コスト上昇への対応 0 0.0% 1 3.3% 0 0.0%
⑦物流コスト上昇への対応 0 0.0% 1 3.3% 0 0.0%
⑧ミャンマーでの販売先の拡大 0 0.0% 0 0.0% 1 3.3%
⑨原材料などの調達先の確保 0 0.0% 4 13.3% 0 0.0%
⑩品質管理 1 3.3% 2 6.7% 2 6.7%
⑪代金の回収 0 0.0% 1 3.3% 1 3.3%
⑫知識やノウハウなど知的財産保護 0 0.0% 0 0.0% 1 3.3%
⑬工業団地の立地場所 1 3.3% 1 3.3% 1 3.3%
⑭インフラの整備状況 1 3.3% 1 3.3% 3 10.0%
⑮ミャンマーの国内輸送体制 1 3.3% 2 6.7% 3 10.0%
⑯輸出入・通関手続き 1 3.3% 2 6.7% 1 3.3%
⑰ミャンマーの規制や制度への対応 1 3.3% 3 10.0% 2 6.7%
⑱外資企業に対するミャンマー政府の方針 9 30.0% 1 3.3% 4 13.3%
無回答 4 13.3% 4 13.3% 4 13.3%
合計 30 100.0% 30 100.0% 30 100.0%
（８）設問７．ミャンマーでのロジスティクスの課題
　ミャンマーでのロジスティクスの課題で最も多い回答は、「通関業務に関する手間」で全体の約
30.8% を占めている。次に多いのは、「道路ネットワークの整備状況」で全体の約 20.0% を占めている。











































































約 36.4% を占めている。次に多いのは、「業務提携（委託加工、委託販売）」で全体の約 27.3% を占め
ている。
表 37　設問 10 の回答結果（複数回答可）
選択肢 回答数 比率（%）
部品・原材料・完成品の当該国からミャンマーへの輸入 8 18.2%
部品・原材料・完成品のミャンマーから当該国への輸出 5 11.4%
業務提携（委託加工、委託販売） 12 27.3%
現地法人として製造や販売の拠点を置く 16 36.4%
現時点では展開形態を考えていない 3 6.8%
その他 0 0.0%
無回答 0 0.0%
合計 44 100.0%
